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を
修
め
た
と
古
文
書
に
記
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
残
念
な
が
ら
、
そ
の
後

の
足
跡
に
つ
い
て
記
さ
れ
た
文
書
は

現
存
し
て
い
ま
せ
ん
。

大
洲
地
方
に
残
る
言
い
伝
え
に
よ

れ
ば
、
道
後
温
泉
を
修
め
た
命
は
、

南
下
を
続
け
、
や
が
て
新
谷
の
都
谷

伝
説
の
地
を
行
く
④ 

少
彦
名
命
は
、
医
薬
造
酒
の
祖
神

と
し
て
有
名
で
す
。
天
照
皇
大
神
の

命
を
受
け
、
大
国
主
命
と
兄
弟
と
な

り
国
土
経
営
の
た
め
共
に
諸
国
を
遍

歴
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
両
神
は
、
伊
予
の
国

(愛
媛

県
)
に
も
足
を
運
び
、
道
後
の
温
泉

干795

企現在の"さいさぎ"辺り。琶の面影は薄れてしまいましたが、その流れの中には、
少彦名伝承が今ち生き続けています。

へ
と
や
っ
て
来
ま
す
。
こ
の
地
で
命

は
湯
本
温
泉
を
定
め
、
大
洲
平
野
の

経
営
に
従
事
し
ま
し
た
。

そ
ん
な
あ
る
日
、
命
は
同
呂
田
の
宮

が
瀬

(
旧
じ
ん
芥
焼
却
場
と
採
石
場

の
間
あ
た
り
)
の
肱
川
の
急
流
を
渡

ろ
う
と
し
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
そ
こ

が
危
険
な
場
所
だ
っ
た
の
で
、
対
岸

に
い
た
老
姿
が
こ
れ
を
見
て
「
そ
こ

は
危
険
で
す
か
ら
渡
っ
て
は
い
け
ま

せ
ん
」
と
叫
ん
だ
の
で
す
が
、
命
は

そ
れ
を
聞
き
誤
っ
た
の
か
、
流
れ
に

陥
り
溺
死
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

こ
れ
を
聞
い
た
地
元
の
住
民
た
ち

は
、
「
さ
あ
大
変
だ
。
命
を
お
救
い

申
せ
。
さ
あ
急
げ
、
さ
あ
急
げ
」
と

口
々
に
叫
び
な
が
ら
駆
け
つ
け
ま
し

た
の
で
、
「
さ
い
そ
げ
」
が
蛮
じ
て

「
さ
い
さ
ぎ
」
と
な
り
、
こ
の
あ
た

り
を
「
さ
い
さ
ぎ
」
と
呼
ぶ
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
命
の
死
に
ち

な
み
、
「
{
呂
が
瀬
」
「
み
こ
が
よ
け
」

「御
壷
谷
」
な
ど
の
地
名
も
生
ま
れ

て
い
ま
す
。

今月号のみどころ

0長寿番付…・・….p2 -p 3 

市民のうこ‘き

平成4年 7月31日現在

39，461人 (十23)

18，735人 (+14)

20，726人 (十 9) 

13，238世帯 (十 5) 

240.99平方キロメートル

人 口

男

女

世帯数

面 積

今月の閉斤土曜日は

9月12日と26日です
市民の皆様のこず理解とと協力をお願いします。

今月の納税は

国民健康保険税2期
納期は9月30日です。

0大洲市の財政事情
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0自然とくらしにやさしい

下水道・・…….p6 -P 7 

0宅地分譲のお知らせ…P6 
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平
成
四
年
八
月
十
日
現
在
、
大
洲
市
内
に
住

【
九
十
五
歳
】

む
九
十
歳
以
上
の
お
年
寄
の
数
は
百
九
十
六
人

番付以外で

90歳以上の人

村田 合

ミ
ド
リ
(
菅

ア
キ
ラ
(
大

フ
キ
ヱ
(
五

郎洲田

石武 出

(
う
ち
男
性
四
十
三
人
、

女
性
百
五
十
三
人
)

で、

昨
年
に
比
べ
る
と
十
五
人
増
加
し
て
い

【九
十
四
歳
】

杉河宮上

崎 野本林

汲

子

(大

キ
ク
ヱ

(大

テ

イ

(大

ヤ
ヱ

ミ

(
市

木 洲 洲 洲

ま
す
。
ま
た
市
内
の
老
齢
人
口
比
率
は
、
七
月

末
現
在
で
約
十
七

・
七
%
に
達
し
て

い
ま
す
。

長 • e 締 (平成4年場所)
H4. 8.10.現在

女性の部 男 性 の 部

矢野タカヱ 横 綱 平田 朝夫
東宇山 98歳 柚 木 99歳

目U 田 メ菅田 98歳 大 関 東 新太平地 99歳

坪 田 ヨシヲ平地 98歳 関 目弘 城 戸 駒太郎菅田 97歳

久 保 フ ヨ菅田 97歳 中J土口 山 本 良 衛八多喜 97歳

西 フミヱ 菅 田 97歳 前頭筆頭 松 岡 敬 祐八多喜 96歳

神 谷 二L キ田口 97歳 前頭 2 鈴 木 又 治春賀 95歳

富永 トキヨ成能 97歳 前頭 3 西 山 芳友 五 郎 95歳

f主 子 ヨシヱ徳 森 96歳 前頭 4 二 瀬 通 青 五 郎 95歳

池 田 ミツヱ新谷 96歳 前頭 5 米 岡 晋 一 中村 95歳

石 河 ヨシヱ 森 山 96歳 前頭 6 石 村 吉春 五郎 95歳

森 山 喜代せ田口 96歳 前頭 7 河 田 丘 署 菅田 94歳

大 野 ウ ラ新谷 96歳 前頭 8 上 田 芳文 市木 93歳

井 本 トシ ヲ中村 96歳 前頭 9 泉 喜代一 田 口 92歳

森 久 花代徳 森 95歳 前頭10 織 田 兵 松田口 92歳

石 間 渡喜衛田口 95歳 前頭11 田 上彦 市徳森 92歳

酒 井 ヒ サコ春賀 95歳 前頭12 奥 島 芳 雄市木 92歳

岡 マツミ柚 木 95歳 前頭13 矢 野道 善 八多喜 92歳

中 岡 キミヱ回処 95歳 前頭14 山 根福 治 菅田 92歳

芳 我 幸 米津 95歳 前頭15 白 石 盈重 田処 91歳

宇津 マスヱ上須戒 95歳 前頭16 山高 野利 秋梅川 91歳

尾地岡 キクヨ柳沢 95歳 前頭17 浦 岡 血1 家 大洲 91歳

井 上 カメヨ野田 95歳 前頭18 村 田 利 徳 平 地 91歳

梶前安石日 山 栗冨冨長増菊高
{九
十
三
歳
}

松堀大 山 今 衣 桝 菊泉高福村松大

尾田 川 本置本田永永瀧田池 田

ヨ
ネ
イ

(
回

ミ
ツ
ヨ

(大

ヲ
ウ
ラ

(五

タ
ツ
ミ
(
大

キ
サ
ヲ
(
市

ミ
ツ
ル
(
宇

功

(成

キ
ミ
ヱ

(大

ス

マ

(菅

鹿

持

(菅

歳

子

(中

ツ
ル
ヲ

(市

ツ
ズ
ク

(新

橋岡上本野

房

子

(字

キ
ク
ヨ

(若

マ
ス
ミ
(
菅

ク
ス
ヱ
(
大

ア
サ
ヱ

(五

ト
ミ
ヱ

(
田

モ
モ
ヨ

(大

ト

メ

(

大

ふ
く
ゑ

(中

ヒ

ナ

(菅

キ
ヌ
カ

(
田

テ
ツ
ノ

(
田

ナ
カ
ヱ

(大

ム
ラ
ヱ

(宇

本本城笠 団 地田
{九
十
二
歳
】

坪梶 田菊 谷

田原中 地 岡

ヨ
シ
コ

(新

谷
)

コ
マ
チ

(西
大
洲
)

フ
ク
ヨ

(西
大
洲
)

ア
キ
ヱ

(柚

木

)

ア
サ
ヱ

(
平

地
)
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宮藤佐胸中井浅西梶福池橋信山神梅中
々

本田木福野上 倉 山 谷岡田本尾本谷 林 川

美

穂

(中

村

)

ト
ラ
ヱ
(
野
田
)

フ

ミ

(

田

口

)

シ
ズ
(
八
多
喜
)

シ
ズ
ヱ
(
八
多
喜
)

誇

穂

(

喜

多
山
)

ハ
ル
ヲ
(
上
須
戒
)

ヨ

シ

(

徳

森

)

喜
美
愛
(
上
須
戒
)

シ
カ

ヨ
(
五
郎
)

コ
モ
ト
(
田
口
)

ト
ク
ヱ
(
徳

森

)

ハ
ル
ヱ
(
柚
木
)

ナ
カ
ヨ

(
若
宮
)

ツ
ヤ
コ
(
大
洲
)

キ
ク
ヱ
(
徳
森
)

静
(
宇
和
川
)

{
九
十
一
歳
】

泉高池河藤栗玉 塩 山 久 山 矢 池 井 高 大中
米

橋 田野本田井崎田山口野田上平西 岡

シ
ゲ
ノ
(
新
谷
)

ワ
カ

ヨ

(
菅
田
)

フ
ジ
ヨ
(
大

洲

)

チ
カ
ヲ
(
菅
田
)

マ
ス
ヨ
(
東
大
洲
)

ミ
チ
ル
(
若
宮
)

タ
キ
ノ
(
菅
田
)

ス
エ
マ
(
西
大
洲
)

亀

子

(

野

田

)

ま

す

(菅

田
)

文

子

(

新

谷

)

チ
カ
ヲ
(
柚
木
)

ト
メ
カ
(
宇
和
川
)

豊

(

大

洲

)

ハ
ル
エ
(
野
田
)

ノ
ブ
ヨ
(
八
多
喜
)

竹

夫

(
田

口

)

山井中 二成 上 山正 荒曽 森平 島 二西藤 小 菊 冨大東 梶 祖
母

谷井
【
九
十
歳
】

成小河山 石甲 小吉柁鎌谷

ナ
ツ
キ
(
若
宮
)

ヒ
サ
コ
(
西
大
洲
)

ヲ
ノ
ヱ
(
上
須
戒
)

野

寅

(

野

田

)

岡

ウ
ノ
ヨ
(
田
口
)

池

ミ
ツ
ル

(平

地
)

川

シ
ゲ
ル
(
八
多
喜
)

田
辰
右
エ
門
(
新
谷
)

岡

前
(
上
須
戒
)

宮

長

作

(

新

谷

)

田

カ

ス

ヱ

(大

洲
)

田

シ
ノ
ブ
(
大
竹
)

岡

シ

ナ

子

(
市
木
)

我

ト

ヨ

(

田

処

)

木

コ

シ

ゲ

(新

谷

)

岡

ト

ミ
ヱ
(
五

郎
)

岡

カ

メ
ヨ
(
菅
田
)

野

ア
ヤ
ノ
(
平

地
)

岡

康

男

(上
須
戒
)

宮

ミ

サ

ホ

(

菅

田

)

田

ス
ミ
ヱ
(
柚

木

)

上

(徳

森

)

本

(若

宮

)

ラ
ク
ヨ

ミ
サ
コ

口

花

子

(
新

谷
)

ト
シ
ヨ
(
五

郎

)

邦

子

(平

地

)

マ
サ
ミ

(宇

津

)

ミ
ホ
コ

(西
大
洲
)

ユ

フ

(

田

口

)

茂
(
菅

田
)

侍

(菅

田

)

シ
ナ
コ

(
若
宮
)

チ

ズ

(

大

洲

)

土

衛

(市

木
)

畑島野本田斐谷田谷田

福西西矢冨祖小 平 永 上 楠 近 北 菊 矢 大大松山 二 野高阪松伊矢 二三向
母佐

岡岡岡野永井野岡子田本藤 川 地野沼田井本 宮戸橋 本本藤野 宮瀬井野隅 田崎 田 野野

日 大 平 尾 原松中

豊

子

(
常
磐
町
)

ハ
ツ
セ
(
大
洲
)

貞

子

(

大

洲

)

ツ
ル

コ

(
喜
多
山
)

オ
コ
メ

(恋

木
)

ダ

イ

(

若

宮

)

ツ
ル
ヲ
(
野
田
)

伊
之
助
(
田
口
)

サ
ダ
ヱ
(
西
大
洲
)

サ
カ
ヱ

(
阿
蔵
)

チ
ト
シ

(

菅

田

)

真

一

(

常

磐

町
)

リ
ヨ
ウ
(
菅
田
)

ト

ラ

(

米

津

)

ア
サ
ヨ
(
上
須
戒
)

ミ
子
コ
(
菅
田
)

清
久
(
西
大
洲
)

徳

雄

(

梅

川
)

護

郎

(

柚

木

)

ミ
サ
ヲ
(
田
口
)

ヨ
シ
ヱ
(
徳
森
)

チ
ヱ
コ
(
春
賀
)

ハ
ル
コ

(長

谷

)

ツ
ル
コ
(
東
大
洲
)

峯

一

(

大

洲

)

サ
カ
ヱ

(大

洲
)

ミ
ユ
キ
(
市
木
)

フ

デ

(米

津
)

ヨ
シ
コ
(
新
谷
)

タ
ミ
(
八
多
喜
)

ユ
タ
カ
(
中
村
)

雄
(
東
大
洲
)

庄

松

(大

洲
)

一
(
阿
蔵
)

コ
ユ
キ

(宇

津
)

ワ
(
大
洲
)

イ

松 宮 中 林 北出吉

シ
ズ
ヱ
(
西
大
洲
)

マ
ツ
ヱ
(
松
尾
)

露

悪

(

大

洲

)

コ
ギ
ク
(
五
郎
)

長
九
郎

(
新
谷
)

熊

衛

(
八
多
喜
)

千

鳥

(

五

郎

)

本本島田本 合田
敬
老
年
金

パ
ス
タ
オ
ル

を
贈
呈

大
洲
市
で
は
、
老
人
福
祉
の
増
進

を
図
る
た
め
、
「
敬
老
年
金
L

と
「
パ

ス
タ
オ
ル
」
を
贈
呈
し
ま
す
。
な
お
、

対
象
者
や
受
け
渡
し
期
日
な
ど
は
次

の
と
お
り
で
す
。

{対
象
者
}

平
成
四
年
九
月
十
五
日
現
在
、
大

洲
市
に
引
き
続
き
=
一
ヵ
月
以
上
住
所

の
あ
る
人
で
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
要
件

に
該
当
す
る
人

①
敬
老
年
金
に
つ
い
て
は
、
九
月
十

五
日
現
在
で
、
満
八
十
歳
以
上
の
人

(大
正
元
年
九
月
十
六
日
ま
で
に
生

れ
た
人
)

②
パ
ス
タ
オ
ル
に
つ
い
て
は
、

九
月

十
五
日
現
在
で
、
満
七
十
歳
以
上
の

人

(大
正
十
一
年
九
月
十
六
日
ま
で

に
生
れ
た
人
)

{敬
老
年
金
の
受
け
渡
し
}

日
時
九
月
九
・
十
・
十

一
日

午
前
九
時

1
午
後
四
時
三
十
分

明岡

後本

コ
ユ
キ
(
宇

シ
ゲ
ヨ
(
平

士也津:

場
所肱

南

・
久
米
地
区

市
役
所

一
階
ロ
ビ
ー

肱
北

・
喜
多
地
区

老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー

そ
の
他
の
地
区

各
連
絡
所

持

参

品

印

鑑

・
通
知
の
は
が
き

※
な
お
、
パ
ス
タ
オ
ル
は
各
個
人
あ

て
に
、
九
月
末
日
ま
で
に
お
届
け
し

ま
す
。詳

し
く
は
、
福
祉
事
務
所
援
護
係

ま
で
告
⑪
2
1
1
1
内
線
2
7
5

3 



平成3年4月1日

~平成4年3月31日
平成 3年度

市の財政事情
大
洲
市
長

桝

田

お知らせします

奥
一般会計予算執行状況

Eコ 予算額:145億1，416万円
亡コ執行額:140億6，168万円

大
洲
市
財
政
状
況
の
公
表
等
に
関
す
る
条
例
第
二
条

お
よ
び
地
方
公
営
企
業
法
第
四
十
条
の
二
の
規
定
に

よ
り
、
平
成
三
年
度
の
財
政
状
況
を
公
表
し
ま
す
。

34億8，663万円

32倦8，14A万円

出歳入歳
仁コ予算額:1451:意1，461万円
仁コ執行額:146億2，092万円

49億5，935万円

49億8，426万円

30億3，934万円

29億6，Q4安時円
29億5，585万円
301意6，087万円取滅

恒国
E主二E日九 洲|
E主司E豆
日ヨ己竺27怜
日司EZヨ

19億、1，285万円

17億8，835万円

16億7，772万円
16億 678万円

11億6，730万円

11億1，350万円

14{;意9，966万円
14億7，785万円

8億7，924万円

8億7，699万円

13億6，594万円

13億6，039万円

5億8，074万円

5億8，074万円

7億9，151万円

7億6，565万円

3億1，306万円
3億 840万円

4i:意5，382万円
4億5，382万円

3億8，400万円

3億8，564万円

4{;意8，283万円

4億5，416万円E EE  12億2，146万円

13億7，675万円

50億円40 30 20 10 

(市税と市民負担の状況 )

。。10 20 30 40 50億円

4 

， 

市 民 税 固定資産税 たばこ消費税 軽自動車税
I頁 必ロ』

制 ど t.t• 

陸運委 禽 計目
!? Fl 

金 額 16億2，460万円 12億3，223万円 1億5，462万円 4，942万円 30億6，087万円

1世帯あたり 125，055円 94，853円 11，902円 3，804円 235，614円

1人当たり 41，308円 31，331円 3，931円 1，257円 77，827円

構成比 53.1% 40.3% 5.0% 1.6% 100.0% 



5 

(公債費の状況 ) (一般会計性質別予算執行状況 )

区分 借入先 件数 現在高 一世帯当たり 一人当たり

大蔵省 110 56億6，271万円 435，895円 143，983円

般 郵政省 49 24億2，908万円 186，981円 61，763円

左Z三込 その他 73 42億4，608万円 326，848円 107，963円
計

小計 232 123億3，787万円 949，724円 313，709円

特
大蔵省 29 8f;意7，574万円 67，411円 22，267円

日リ 郵政省 38 5億7，110万円 43，961円 14，521円

A Zミ その他 9 H意9，160億円 14，749円 4，871円
計

小計 76 16億3，844万円 126，121円 41，659円

止口h 計 308 139億7，631万円 1，075，845円 355，368円

[市有財産の状況)

種別 商 干員 等 金 富買

宅 土也 535 ，349m' 28イ意 665万円

山 中木 2，829，624町f 5，293万円

田 畑 118，191m' 1億 9，095万円

雑種地 58，678m' 3億 3，502万円

建 物 178，852m' 129億 9，592万円

立 木 60，360m' 3億4，973万円

員オ 政 調 整基 金 15億8，475万円

国民健康保険財政調整基金 3億6，357万円
工業用水道

土 士也 開 発基金 4億 2，685万円

そ の他特定目的 基 金 14億: 668万円
水 道

出 資 金 11:意 504万円 国民宿舎

f口L 言十 38億 8，689万円 病 院

特別会計の
国民健康保険 国保診療所

状 3兄 尋 間
予算現額 24億 3，484万円 4，754万円

収入済額 26億7，083万円 3，898万円

支出済額 23億3，500万円 4，276万円

差 ヲ| 3{意、3，583万円 ζ斗 378万円

交通傷害保障 土地取得造成 住宅新築資金
等貸付事業

援~ 翰 連構¥
792万円 1，605万円 11:意7，872万円

810万円 1，299万円 1億 439万円

767万円 1，299万円 1億7，614万円

43万円 0万円 ム 7，175万円

自平成 3年4月1日

至平成4年3月31日

その他
12億9，403万円

(9.2%) 
普通建設事業費

49億8，737万円
(35.5%) 

人件費

28億1，531万円

(20.0%) 

(事業会計の状況 )

総収益 総費用 当期純利益

886万円 651万円 235万円

4億3，855万円 3億5，013万円 8，842万円

l億 767万円 l億0，404万円 363万円

18倍、5，842万円 18億5，552万円 290万円

老人保健

語臨
30億 1，004万円

27億8，003万円

27億8，886万円

L:o与 883万円

簡易水道

!魚
H童、2，327万円

1億 2，212万円

1億2，058万円

154万円

公共下水道事業

4億 1，455万円

4億 0，916万円

4億 0，916万円

0万円

農業集落排水

唱をさ
1，419万円

1，334万円

1，334万円

0万円



9月10日はきれい怠水を
全国下水道促進デー

みらいまで

下
水
道
で
快
適
環
境

大
洲
は
、
古
く
か
ら
「
水
郷
大
洲
」
「
伊
予
の
小
京
都
大
洲
」

と
し
て
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
肱
川
は
、
そ
う
い
っ
た
イ
メ
ー

ジ
の
根
底
に
あ
る
も
の
で
、
市
民
に
と
っ
て
は
、
そ
の
生
活
を
支

え
、
文
化
を
育
ん
で
き
た
「
母
な
る
川
」
で
も
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
そ
の
肱
川
の
美
し
い
流
れ
も
、
近
年
の
生
活
様
式
の
多
様
化

と
共
に
汚
濁
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

現
在
大
洲
市
で
は
、
「
水
と
緑
の
豊
か
な
市
民
都
市
」
づ
く
り

を
目
指
し
て
、
各
種
の
事
業
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
で
、

下
水
道
整
備
は
重
要
施
策
の
一
つ
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
、
強
力

に
推
進
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
下
水
道
が
、
肱
川
の
水
質
汚
濁
防
止
の
重
要
な
役
割

を
担
っ
て
お
り
、
市
民
の
安
全
で
快
適
な
生
活
環
境
を
確
保
す
る

た
め
に
、
ぜ
ひ
と
も
必
要
な
も
の
だ
か
ら
な
の
で
す
。

下
水
道
が

で
き
る
と

・・

一
、
さ
わ
や
か
な
水
洗
ト
イ
レ
で

生
活
環
境
が
改
善
さ
れ
ま
す

清
潔
で
快
適
な
水
洗
ト
イ
レ
を

使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

二
、
清
潔
で
住
み
や
す
い
都
市
環
境

が
つ
く
ら
れ
ま
す

ド
ブ
や
ミ
ゾ
が
整
備
さ
れ
、
カ

や
ハ
エ
の
発
生
を
防
ぎ
、
伝
染
病

な
ど
の
発
生
を
防
い
で
、
公
衆
衛

生
の
向
上
が
図
ら
れ
ま
す
。

三
、
大
雨
が
降
っ
て
も

浸
水
被
害
が
少
な
く
な
り
ま
す

雨
水
は
、
素
早
く
下
水
管
に
流

れ
込
み
道
路
や
宅
地
の
浸
水
を
防

ぎ
ま
す
。

四
、
自
然
環
境
が
保
全
さ
れ
ま
す

家
庭
か
ら
出
る
汚
れ
た
水
は
、

下
水
処
理
場
で
浄
化
さ
れ
ま
す
の

で
、
川
や
海
な
ど
の
自
然
環
境
を

保
全
し
ま
す
。

引7

宅
地
分
譲
の

お
知
ーら
1

せ

大
洲
住
宅
協
会
は
、
平
成
四
年
度

の
宅
地
分
譲
を
次
の
と
お
り
実
施
し

ま
す
。

{
分
譲
の
場
所
及
び
区
画
数
}

山
徳
森

(住
宅
用
地
)
八
区
画

ω浮
舟

(住
宅
用
地
)

一
区
画

ω菅
田
(
住
宅
用
地
)

一
区
画

凶
柚
木

(住
宅
用
地
)

一
区
画

問
柚
木

(事
業
所
用
地
)一
'区
画

{
申
し
込
み
受
付
期
間
}

平
成
四
年
九
月
七
日
(
月
)
か
ら

平
成
四
年
九
月
二
十

一
日

(月
)
ま

で

(九
月
十
二
日
、
十
三
日、

二
十

日
は
閉
庁
日
)
の
午
前
八
時
三
十
分

か
ら
午
後
五
時

(土
曜
日
は
正
午
)

ま
で
。

{
分
譲
条
件
}

山
住
宅
用
地
五
年
以
内
に
住
宅

を
建
築
し
、
自
ら
が
入
居
す
る
人
(年

齢
は
二
十
歳
以
上
)
で
大
洲
市
に
居

住
又
は
、
勤
務
し
て
い

る
人
。

凶
事
業
所
用
地
五
年
以
内
に
事

ζ〉

6 

住宅協会

務
所
な
ど
を
建
築
し
、
自
ら
が
事
業

す
る
人
(
年
齢
は
二
十
歳
以
上
)
で

大
洲
市
で
居
住
又
は
事
業
を
行
な

っ

て
い
る
人
。

【
そ
の
他
}

申
し
込
み
は
、
希
望
す
る
宅
地
を

一
世
帯
に
つ
き
一
区
画
だ
け
と
し
ま

す
。
二
人
以
上
の
申
し
込
み
が
あ
れ

ば
、
抽
選
と
し
ま
す
。

な
わ
、
詳
し
く
は
、
区
長
さ
ん
を

通
じ
て
案
内
文
書
を
出
し
ま
す
の
で
、

ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
大
洲
住

宅
協
会
ま
で
直
接
問
い
合
せ
い
た
だ

い
て
も
結
構
で
す
。

{
問
い
合
せ
先
}

大
洲
住
宅
協
会
宮
⑫
7
1
1
8

事
務
所
大
洲
市
役
所
内
別
館
二
階



下水道

• 

湯
煙
上
が
れ
H
f

温
泉
掘
削
始
ま
る

市
が
大
学
関
係
者
ら
の
協
力
を
得

て
調
査
を
進
め
て
い
た
「
温
泉
開
発

の
候
補
地
」
が
、
高
山
地
区
に
決
定

さ
れ
、
七
月
十
七
日
、
現
地
で
開
坑

式
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

温
泉
開
発
は
、
平
成
四
、

五
年
度

下
水
道
が

完
成
す
る
と
・
.

下
水
道
が
完
成
し
て
利
用
で
き
る

よ
う
に
な
る
と
、
そ
の
地
域
の
家
庭

で
は
、

三
年
以
内
に
ト
イ
レ
を
水
洗

化
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。

ま
ち
ぐ
る
み
で
水
洗
化
を
進
め
、
快

適
な
暮
ら
し
の
輪
を
広
げ
ま
し
ょ
う
。

公
共
下
水
道
に
関
す
る
お
問
い
合

せ
は
、
下
水
道
課
ま
で
o

E
⑫
2
1
1
1
内
線
2
8
8企掘削機のスイッチを入れる

桝田市長

r' 〆〆
〆

快適な生活環境:

大

洲

に
て
・
・
・
・
・
・
・
・

の
二
ヵ
年
で
実
施
す
る
予
定
で
、
総
門

事
業
費
は
約
一
億
五
千
万
円
。
深
さ
吋

千
二
百
れ
ま
で
垂
直
に
掘
り
進
み
ま
~

す
。
利
用
方
法
に

つ
い
て
は
、
泉
質
日

や
湯
量
が
確
定
し
て
か
ら
後
の
決
定
日

に
な
り
ま
す
が
、
現
時
点
で
は
、
市
一

民
向
け
の
健
康
増
進
施
設
や
対
外
的
引

に
も
利
用
客
が
見
込
め
る
宿
泊
施
設
{

の
建
設
・
誘
致
な
ど
を
考
え
て
い
ま
一

す

。

円

車
で
は
、
通
過
地
点
に
す
ぎ
な
か

っ
た
大
洲
市
に
汽
車
で
行
っ
て
み
た
。

今
日
は
急
ぐ
旅
で
は
な
い
。
内
子

経
由
の
鈍
行
列
車
に
乗
っ
た
。
長
い

ト
ン
ネ
ル
を
ぬ
け
る
と
早
や
犬
寄
峠

を
越
え
て
い
た
。
久
し
ぶ
り
の
汽
車

の
旅
だ
が
一
時
間
足
ら
ず
。
駅
前
か

ら
す
ぐ
右
の
旧
道
を
歩
い
た
。
商
庖

街
の
道
筋
に
設
け
て
あ
る
鈴
ら
ん
灯

に
、
往
事
が
し
の
ば
れ
る
。

国
道
と
合
流
す
る
と
、
そ
こ
に
肱

川
橋
。
こ
の
ま
ち
を
ま
づ
印
象
づ
け

る
風
景
が
展
開
す
る
。
右
の
大
洲
城

跡
、
左
の
臥
龍
淵
と
対
比
す
る
こ
の

景
観
こ
そ
が
、
水
郷
情
緒
を
ひ
と
き

わ
譲
し
出
し
て
い
る
。
昔
は
、
白
壁

の
土
蔵
に
黒
々
と
大
書
さ
れ
た
会
社

伊
予
市

坪
田

高

敏

(閃
才
)

名
、
格
式
を
感
じ
さ
せ
て
い
た
旅
館

の
木
組
み
の
出
窓
、
格
子
障
子
の
並

ん
で
い
た
川
沿
い
の
部
屋
々
、
そ
れ

ら
は
み
な
姿
を
消
し
、
洋
風
化
さ
れ

て
い
る
。
観
光
を
売
り
も
の
と
す
る

に
し
て
は
、
な
ん
と
も
ち
ぐ
は
ぐ
な

感
じ
を
受
け
る
。

橋
を
渡
り
き
り
、
さ
で
、
右
に
し

よ
う
か
、
左
に
す
る
か
。
人
影
の
な

い
左
の
通
り
を
行
く
。
軒
を
連
ね
た

古
い
屋
並
み
、
元
は
商
家
と
思
わ
れ

る
広
い
間
口
の
家
、
忘
れ
た
よ
う
に

隅
に
置
か
れ
た
古
い
商
品
棚
に
、
鉢

植
え
の
盆
栽
が
ほ
こ
り
を
か
ぶ
っ
て

い
た
。

見
落
す
と
こ
ろ
だ
っ
た
案
内
板
を

た
よ
り
に
、
小
道
を
登
り
つ
め
て
、

臥
龍
山
荘
の
庭
に
立

っ
た
。
そ
の
昔
、

豪
商
が
、
長
い
年
月
と
巨
費
を
投
じ
、

心
血
を
注
い
だ
と
い
う
数
寄
を
こ
ら

し
た
建
造
物
は
、
素
人
目
に
も
借
景

と
見
事
に
調
和
し
、
さ
す
が
大
洲
の

桂
離
宮
と
賞
賛
さ
れ
る
だ
け
の
、
深

沈
と
し
た
味
わ
い
を
感
じ
さ
せ
て
く

れ
る
。眼

下
に
ゆ
る
や
か
な
曲
線
を
画
い

た
清
流
の
岸
辺
正
、
鵜
飼
い
舟
が
、

ぽ
つ
ん
と

一
隻
射

つ
で
あ
る
。
前
方

に
広
が
る
冨
士
山
中
腹
に
、

霧
が
か

か
る
。
小
雨
と
な
っ
た
が
、
肱
川
に

は
こ
れ
が
よ
く
似
合
っ
て
い
た
。

7 
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お
い
し
い
な
し
を
賞
味
で
き
る

「
観
光
な
し
園
」
が
、
八
月
六
日
に

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
大
洲
の
豊
か

な
土
壌
に
育
ま
れ
た

「良
質
の
な
し
」

が
一
杯
で
す
。

新
・
増
築
家
屋
を

調

査

今
年
、
市
内
に
新
築
又
は
増
改
築

し
た
家
屋
に
つ
い
て
、
固
定
資
産
評

価
の
た
め
に
、
実
地
調
査
を
行
い

ま
す
。
左
記
の
調
査
期
間
中
に
職
員

が
出
向
き
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

な
お
、
こ
の
際
に
滅
失
家
屋
(
取

り
壊
し
た
家
屋
な
ど
)
の
調
査
も
同

時
に
行
い
ま
す
。
た
だ
し
、
滅
失

の
登
記
を
さ
れ
て
い
る
も
の
を
除
い

て
は
、
申
告
が
な
か
っ
た
場
合
、
調

査
も
れ
と
な
り
、
取
り
壊
さ
れ
た
家

屋
で
あ
っ
て
も
課
税
さ
れ
る
恐
れ
が

あ
り
ま
す
の
で
、
該
当
家
屋
の
あ
る

人
は
、
お
早
め
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

{
調
査
期
間
】

平
成
四
年
九
月
中
旬
か
ら

平
成
五
年

一
月
中
旬
ま
で

{
対
象
家
屋
}

平
成
四
年

一
月
二
日
以
降
に
新
増

築
し
た
家
屋
及
び
取
り
壊
さ
れ
た
家

屋

開
園
日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
の

で
、
ご
家
族
連
れ
で
、
ぜ
ひ
お
出
か

け
く
だ
さ
い
。

場
所

一
の
瀬
梨
団
地
(
上
須
戒
)

※
詳
し
く
は
地
図
参
照

開
園
期
間
八
月
六
日

1
九
月
中
旬

開
園
時
間
午
前
九
時
1
午
後
五
時

入
園
料
大
人
(
中
学
生
以
上
)
六

百
円
。
子
供
(
小
学
生
以
上
)
四

百
円
。
三
歳
以
上
二
百
円
。

※
持
ち
帰
り
は
、

一
キ
ロ
グ
ラ
ム

当
り
五
百
円
。
団
体
割
引
は
、
十

五
人
以
上
か
ら
で
、
一
割
引
で
す

0

0
な
お
、
詳
し
く
は
、
左
記
ま
で
お

問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

O
大
洲
市
農
協
上
須
戒
支
所

宮
⑫
0
0
2
1

0
商
工
観
光
課
観
光
係

宮
⑫
2
1
1
1
内
線
3
2
7

※
詳
し
く
は
、
税
務
課
固
定
資
産
税

係
ま
で
宮
⑫
2
1
1
1
内
線
2
4
5

総務総務総務

NO.166 

「差
別
は
生
き
て
い
る
」

は

じ

め

に

「
部
落
差
別
は
、
結
婚
の
と
き
だ

け
だ
。
」
と
か
「
差
別
は
な
い
の
に
、

い
ま
さ
ら
同
和
教
育
を
し
な
く
て
も

:
。
」
と
い
っ
た
声
を
聞
き
ま
す
。

し
か
し
、
現
実
に
は
、
長
い
歴
史

の
中
で
、
国
民
の
聞
に
し
み
こ
ん
だ

差
別
意
識
は
、
根
強
く
生
き
て
お
り
、

差
別
事
象
は
、
い
ま
だ
に
お
こ

っ
て

い
ま
す
。
た
だ
、
そ
の
時
、
そ
の
場

で
見
す
ご
さ
れ
た
り
、
隠
さ
れ
た
り

し
て
、
私
た
ち
に
は
知
ら
さ
れ
で
い

な
い
ま
ま
に
終
わ
っ
て
い
る
こ
と
が

多
い
の
で
す
。

今
回
か
ら
は
、
主
と
し
て
私
た
ち

の
周
辺
に
存
在
し
て
い
る
差
別
の
事

例
を
中
心
と
し
て
、
差
別
を
あ
た
り

ま
え
と
し
て
-
許
し
て
い
る
こ
と
は
な

い
で
あ
ろ
う
か
な
ど
、
同
和
問
題
の

実
態
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

差
別
の
現
実
を
正
し
く
見
つ
め
る

こ
と
に
よ

っ
て
、
私
た
ち
の
心
の
中

に
眠

っ
て
い
る
差
別
意
識
を
浮
き
ぼ

り
に
し
な
が
ら
、
そ
の
よ
う
な
意
識

が
お
互
い
の
人
権
を
侵
し
て
い
る
こ

と
に
気
づ
き
、

差
別
の
不
当
性
を
改

め
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

一
、
あ
の
人
み
た
い
に

子
供
は
、
社
会
や
家
庭
か
ら
有
形

無
形
の
大
き
な
影
響
を
う
け
て
育

っ

て
い
ま
す
。

8 

人
権
と
同
和
教
育

『
雑
草
の
う
た
』
と
い
う
映
画
の

中
で
、
子
供
の
手
を
引
い
て
歩
い
て

い
る
若
い
お
母
さ
ん
が
、
「
O
Oち

ゃ
ん
、
し
っ
か
り
勉
強
を
し
な
い
と

あ
の
人
み
た
い
に
な
り
ま
す
よ
」
と

い
っ
て
指
さ
す
場
面
が
あ
り
ま
す
。

指
さ
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
は
、
青
年

が
汗
と
泥
に
ま
み
れ
て
け
ん
め
い
に

働
い
て
い
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
ば
を
き
い
た
子
供
は
、

ど
ん
な
考
え
を
も
つ
で
し
ょ
う
。
自

分
の
子
供
に
し

っ
か
り
勉
強
さ
せ
た

い
。
こ
の
気
持
ち
は
、
親
と
し
て
と

う
ぜ
ん
の
願
い
で
し
ょ
う
。

し
か
し
、
ひ
た
い
に
汗
し
て
働
い

て
い
る
人
の
職
業
が
、
あ
た
か
も
い

や
し
い
と
か
、
だ
め
な
も
の
と
か
、

考
え
て
い
る
母
親
の
こ
と
ば
は
、
労

働
の
尊
さ
を
理
解
で
き
ず
、
職
業
に

よ

っ
て
人
を
差
別
し
て
い
く
子
供
を

つ
く
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

口
で
は
い
く
ら
、

「
人
聞
は
、
平
等
で
あ
る
。

」

「
職
業
に
、
貴
賎
は
な
い
。

」

と
教
え
て
も
、
毎
日
の
く
ら
し
の
中

で
、
つ
い
不
用
意
に
っ
か
う
こ
と
ば

が
、
い
つ
の
ま
に
か
わ
が
子
の
成
長

に
悪
影
響
を
お
よ
ぽ
し
、
人
権
尊
重

の
意
識
化
・
実
践
化
を
は
ば
む
こ
と

に
な
り
ま
す
。

(
つ
づ
く
)



市
民
会
館
超
満
員

h
F
講
演
中
の
北
野
大
さ
ん

テレビでおなじみの北野大さんと楼井良子さんが相次い

で来洲。いつもは画面の中でしか聞くことのできない「有

名人の生の声」に、市民会館は超満員。地球環境や社会貢

献のあり方などについて、考えを深めました。

企講演の翌日、イカダ流し大会開会式を訪ずれた

楼井良子さん切端

‘7.19 
v緑地公園花盛LJ市

内

斉
ご謹E
J同

掃

この度、大洲市公園等施設管理推進協議会(尾上利則会

長)の会員40人が、緑地公園の中央花壇に草花を植栽。マ

リーゴールドやサルビア約1400本が、美しい花を咲かせて

います。

8.2 
可V 真夏の清流き行く/い介だ流レ大会

IIヌ-1';ーリンヴ駅伝大会雷
雨
の
明
け
た
肱
川
で
、
八
月
二
日
、
第
三

回
大
洲
市
カ
ヌ

l
・
ツ
ー
リ
ン
グ
駅
伝
大
会
と

第
九
回
肱
川
い
か
だ
流
し
大
会
が
同
時
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
カ
ヌ
ー
に
は
三
十

一
チ
l
ム
が
、

い
か
だ
流
し
に
は
市
内
外
か
ら
七
十
四
チ
ー
ム

が
参
加
。
肱
川
と
ふ
れ
あ
い
な
が
ら
、
楽
し
い

一
日
を
過
し
ま
し
た
。

{
主
な
成
績
】

カ
ヌ

l
・
ツ
ー
リ
ン
グ
一
優
勝

・
T
H
E
喜
多

郡
ボ
ン
パ

l
ズ
、
二
位
・
大
洲
高
校
カ
ヌ

l
部

フ
レ
ッ
シ
ュ
チ

l
ム
、
三
位
・
同
校
カ
ヌ

l
部

ポ
ン
チ

l
ズ

い
か
だ
流
し
一
優
勝
・
紅
の
豚
肱
川
を
下
る
号

(
大
洲
郵
便
局
)
、
二
位
・
八
イ
ウ
ェ
イ
南
予

号
(
日
本
道
路
公
団
松
山
工
事
事
務
所
)
、

三

位
・
ハ
ロ
ー
ト

l
マ
ス
号
(
ア
イ
テ
ァ
ク
)

9 



繰
り
上
げ
請
求
は

慎
重
に

「老
齢
基
礎
年
金
」

国
民
年
金
の
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け

ら
れ
る
の
は
、
原
則
と
し
て
六
十
五
歳

か
ら
で
す
が
、
本
人
の
希
望
に
よ
り
、

六
十
歳
か
ら
六
十
五
歳
に
な
る
ま
で
の

聞
で
も
、
年
金
を
受
け
始
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
こ
れ
を
「
繰
り
上
げ
請
求
」

と
言
い

ま
す
。

繰
り
上
げ
て
年
金
を
受
け
る
と
、
年

金
額
が
生
渡
に
わ
た
っ
て
減
額
さ
れ
る

ば
か
り
で
な
く
、
特
別
支
給
の
老
齢
厚

生
年
金
が
停
止
さ
れ
る
な
ど
、
い
ろ
い

ろ
と
不
利
な
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
繰
り
上
げ
請
求
を
し
た
後
に
は
、

取
消
や
変
更
を
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。今

や
人
生
八
十
年
時
代
。
長
い
年
金

生
活
を
考
え
る
と
、
決
し
て
得
と
は
言

え
ま
せ
ん
。
請
求
の
前
に
よ
く
考
え
て

み
ま
し
ょ
う
。

※
国
民
年
金
に
関
す
る
お
問
い
合
せ
は
、

市
民
課
国
民
年
金
係
ま
で
。

会
⑪
2
1
1
1
内
線
2
5
6

ま
ご
こ
ろ
の

お
く
り
も
の

七
月
二
十
九
日
分
ま
で
(
敬
称
略
)

(指
定
配
分
)

金
一

封

(上
須
戒
地
区
社
協
・
上
須

戒
老
人
会
へ
)
上
須
戒
広
見
兼
信

金
一
封
(
菅
団
地
区
社
協
へ
)

菅
田
町
高
田
ウ
メ
子

金
一
封
(
平
野
地
区
社
協
へ
)

平

野

町

谷

本

要

金
一
封
(
三
善
公
民
館

・
三
善
地
区

繰り上げ請求はこんなに不利

年金が減額される
支給される割合は、 65歳にな つでも変わらず、 一生

減額されたままです。

障害基礎年金が受けら れない 万が一障害者にな つで も、障害基礎年金は受けられ

ません。

遺族厚生年金な どは、一緒に 65歳までは、遺族 (共済)厚生年金か老齢基礎年金

受けられない のどちらか一つしか受けられません。

特別支給の老齢厚生年金が支 65歳になるまで、特別支給の老齢厚生(退職共済)

給停止 される 年金が支給停止になります。

会社に勤めると、老齢基礎年 就職して厚生年金に加入すると、退職又は65歳にな

金が支給停止される るまで老齢基礎年金が支給停止になります。

社
協
へ

)

多

田

大

野

修

金
一
封
(
寄
付
金
を
大
洲
育
成
園
・

大
洲
学
園
へ

)

若

宮

吉

岡

友

陸

金

一
封

(
八
多
喜
地
区
社
協
へ
)

八
多
喜
町
古
川
ウ
メ
カ

金

一
封

(平
野
地
区
社
協

へ
)

平

野

町

清

水

優

金

一
封
(
柳
沢
地
区
社
協
へ
)

柳

沢

大

瀧

郁

雄

金
一
封
(
肱
北
地
区
社
協
へ
)

若

宮

片

桐

寿

洋

(物
口
聞
の
口
座
)

お・秋
0・22
も・25
~昂
谷、

う
を

上
須
戒
の
観
光
イ
モ
園
が
十
月
上
旬

オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
松
久
保
野
菜
組
合

(村
越
忠
雄
代
表
)
の
手
で
始
め
ら
れ

た
こ
の
イ
モ
園
も
今
年
で
十

一
年
目
。

豊
か
な
土
壌
に
育
く
ま
れ
た
甘
味
満
点

の
お
イ
モ
た
ち
が
、
堀
り
出
し
て
も
ら

え
る
日
を
今
か
今
か
と
心
待
ち
に
し
て

い
ま
す
。

次
の
要
領
で
開
園
し
ま
す
の
で
、
ご

家
族
連
れ
で
ぜ
ひ
お
こ
し
く
だ
さ
い
。

【開
園
日
】

十
月
上
旬
か
ら
十
月
下
旬
の
聞
の
土

曜
・
日
曜
・
祝
日

※
た
だ
し
、
団
体
で
予
約
す
る
場
合
に

は
、
平
日
も
可
。

【
開
園
時
間
】

午
前
十
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で

【
場
所
】

上
須
戒

・
松
久
保
団
地

【
料
金
】

一
区
画
当
り
千
円

※
掘
り
当
て
た
イ
モ
に
つ
い
て
は
、
全

て
無
料
で
お
持
ち
帰
り
い
た
だ
け
ま
す
。

【
予
約
・
問
い
合
せ
先
}

O
大
洲
市
農
協
上
須
戒
支
所

8
@
0
0
2
1
 

0
松
久
保
野
菜
組
合
代
表

・
村
越
忠
雄

8
@
1
1
8
1
 

ス
ピ
ー
ド
カ

ッ
タ
ー

一

台

(

大

洲

清

和

国

へ

)

大

洲

匿

名

あ
た
た
か

い
善
意
を
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
感
謝
を
こ
め
て
掲
載
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会

新
刊
図
書
案
内

V

九
万
図
歴
地
形

図

大

洲

人

文

社

え

ひ

め

俳

人

名

鑑

愛

媛

新
聞
社
編

伊
予
の
姓
氏

村
上
順
市
編

昭
和

ニ
ュ

ー
ス
事
典
昭
和
叩

i
u
年

毎
日
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ

浄
土
仏
教
の
思
想
2

末
木
文
美
士
著

問
問
問
答
日
本
の
歴
史
・
世
界
の
歴
史

歴
史
教
育
社
協
議
会
編

物
語
日
本
の
歴
史

m
l
m
笠
原

一
男
編

逢
坂
剛
の
ス

ペ
イ
ン
讃
歌

逢

坂

剛

著

生

き

て

い

る

長

良

川

天

野

礼
子
文

一一一く
だ
り
半
と
縁
切
寺
高
木

，
侃
著

相

場

を

科

学

す

る

倉

都

康

行

著

大

接

戦

レ

ス

タ

l
・
サ
ロ

l
著

長
男
の
妻
と
し
て
嫁
と
し
て
の
生
き
方

計

画

野

末

陳

平

著

腰
痛
を
治
す
操
体
法
金
井
聖
徳
著

家
庭
料
理
の
基
本
と
コ
ツ
土
井
勝
著

京
の

一
徹

も

ん

岩

城

も

と

子

著

も
っ
と
気
ま
ま
に
ベ
ジ
タ
リ
ア
ン

垣

本

充

著

死

の

受

容

阿

部

幸

子

著

地
球
の
最
後

F
・
ク
ロ
ー
ズ
著

太
陽
電
地
を
使
い
こ
な
す
桑
野
幸
徳
著

ハ
イ
テ
ク
神
話
の
崩
壊
杉
山
勝
彦
著

シ
ャ
ン
パ
ン
風
ド
ブ
ロ
ク
山
口
陽

一
著

薬
味
ス
パ
イ
ス
自
由
自
在
浅
田
峰
子
著

平

成

教

育

委

員

会

フ

ジ

テ

レ

ビ

ブ

ラ

ン

ド

を

創

る

森

孝

之

著

和

の

雑

貨

小

山

織
著

競
馬
の
楽
し
み
方
井
崎
倫
五
郎
著

写

楽

の

世

界

高

橋

克
彦
著

や

き

も

の

市

の

楽

し

み

講

談
社
編

大
相
撲
へ
の
招
待
北
出
清
五
郎
監
修

鳩
に
な
っ
た
人
間
鳥
都
築
政
昭
箸

ラ
イ
オ
ン
ズ
進
化
論
松
沼
雅
之
著

日
本
語
ど

っ
ち
が
ホ
ン
ト
宇
野
義
方
著

10 

外
国
語
を
ど
う
学
ん
だ
か

現
代
新
書
編
集
部
編

金
子
光
晴
と
森
三
千
代
牧
羊
子
著

証

言

宮

津

賢

治

先

生

佐

藤

成

著

そ
の
微
笑
の
中
に

阿
部
光
子
著

人
び
と
の
光
景

内
海
隆

一
郎
著

帰

っ

て

き

た

青

春

阿

部

牧

郎

著

密

室

の

毒

薬

和

久

峻

三
著

本
所
深
川
ふ
し
ぎ
草
紙
宮
部
み
ゆ
き
著

神
々
の
午
陸
上
・
下
清
水
義
範
著

わ

が

手

に

拳

銃

を

高

村

議

著

炎

々

の

記

河

野

多

恵

子

著

王

の

挽

歌

上

・

下

遠

藤

周

作

著

弓

削

道

鏡

上

・

下

黒

岩

重

吾

著

濃

姫

孤

愁

阿

井

景

子

著

霊

能

者

高

橋

三
千
綱
著

や
や
や
の
は
な
し
吉
行
淳
之
介
著

笑
い
と
忘
却
の
室
目

M
・
ク
ン
デ
ラ
著

ラ
イ
ジ
ン
グ
・
サ
ン

M
-
ク
ラ
イ
ト
ン
著

戦
争
と
平
和
市
民
の
記
録

1
1
m
巻

-
雲
な
が
る
る
果
て
に
白
鴎
遺
族
会
編

2
患

の

旗

竹

内

浩

三
著

3
わ
だ
つ
み
の
詩
田
辺
利
宏
他
著

ロ
あ
る
軍
属
の
物
語

河

東

三
郎
著

日
強
制
連
行
と
従
軍
慰
安
婦平

林
久
枝
編

H
沖
縄
戦
の
学
徒

隊

金

城

和

彦

著

日
1
9
4
5年
夏

岡

田

梅

子

他

著

ま
ん
が
愛
媛
の
歴
史
5
巻
愛
媛
新
聞
社

橋
の
な
い
川

1
1
6

住
井
す
ゑ
著

家
政
学
シ
リ
ー
ズ
全
お
巻

-
家
政
山
一
子
原
論
日
本
家
政
学
会
編

2
家
庭
生
活
の
経
営
と
管
理

。

3
家
庭
経
済
学



中
小
企
業
振
興
資
金

融

資

制

度

大
洲
市
で
は
、
市
内
中
小
企
業
者
の

金
融
難
を
緩
和
し
そ
の
育
成
振
興
を
図

る
た
め
、
市
内
金
融
機
関
を
通
じ
資
金

を
低
利
で
お
貸
し
し
て
い
ま
す
。

制
度
の
あ
ら
ま
し
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

O
貸
付
対
象
者
・
・
・
市
内
に
住
居
又
は
事

務
所
が
あ
り
中
小
企
業
を
営
ん
で
い

る
個
人
又
は
法
人
、
中
小
企
業
等
協

同
組
合
法
に
よ
る
組
合

O
融
資
限
度
額
・
・
・
四
百
万
円

O
融
資
期
間
:
・運
転
資
金

・
四
十
月
以

内

(
う
ち
据
置

一
月
)
設
備
資
金

.
四
十
八
月
以
内
(
う
ち
据
置
2
月
)

O
融
資
利
率
:
・
年
五
・
九
%

(
た
だ
し
、
平
成
四
年
七
月
現
在
)

O
保
証
料
率
:
・
年

0
・
八
五
%

。
申
込
先
・
・
・
大
洲
商
工
会
議
所

な
お
、
市
が
利
子
補
給
と
し
て
、

0

・
七
三
%
と
保
証
料
を
全
額
補
給
し
ま

す
。
(
た
だ
し
、
大
洲
市
中
小
企
業
振

興
資
金
利
子
補
給
規
則
等
に
該
当
す
る

内田電気水道設備

備

当

ft25-2858 

南

番

水道業者の

言宝神

水漏

9月5日(土)

ft25-4684 

場
合
)

詳
し
く
は
、
市
役
所
商
工
観
光
課
、

宮
⑪
2
1
1
1
内
線
3
2
6
文
は
大
洲

商
工
会
議
所
、

8
@

4
1
1
ー
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

個
人
向
け
融
資
受
付
中

住
宅
金
融
公
庫

【受
付
期
間】

①
マ
イ
ホ
ー
ム
新
築

9
月
日
日

②
建
売
住
宅
購
入

9
月
初
日

③
中
古
住
宅
購
入
・
リ
フ
ォ

ー
ム

平
成
5
年
3
月
四
日

{
融
資
額
}

①
マ
イ
ホ
ー
ム
新
築
・
建
売
住
宅
・
中

古
住
宅
購
入

新
築
・
購
入
す
る
住
宅
の
条
件
な
ど

に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

②
リ
フ
ォ
ー
ム

最
高
五
百
十
万
円
(
工
事
費
の
八
割

以
内
、
そ
れ
ぞ
れ
に
特
別
加
算
額
も
あ

り
ま
す
)

【金
利
】

①
マ
イ
ホ
ー
ム
新
築

・
建
売
住
宅
購
入

四
・
九
%
i
五
・
六
%

ダ設備

所

ft24-4122 

城

所

ft24-0783 

社

設 備

ft24-3674 

ウ

t
n
J
 

に
d

n
U
 一

鉄

ハ
h
u

n
L
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業

工

工

ノ

f決

電

サ

ク

f呆

戸

回

(有)ア

(有)オ

久

神

9月6日(日)

9月12日(土)

9月13日(日)

②
中
古
住
宅
購
入

・
リ
フ
ォ
ー
ム

五
・
二
五
%
1
五

・
六

%

③
特
別
加
算
額

五

・
七

%

【そ
の
他
】

詳
し
く
は
、
住
宅
金
融
公
庫
四
国
支

庖

(
2
0
8
7
8
⑫
0
5
1
1
)
、
ま

た
は
住
宅
金
融
公
庫
業
務
取
扱
庖
ま
で

お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

ft25-2944 

庖

土居鉄工所側

まま 25-4645

南予水道住設 (有)

j竜

備

庖

まま 24-4577

合 24-4410

ft24-4519 

道

ニJL
ロ又

道

7]>( 

オて

住

藤

田

佐

浜

9月15日(火)

9月19日(土)

行
政
書
士
試
験
の

お
知
ら
せ

{試
験
の
日
時
】

平
成
4
年
目
月
白
日

(日)、

午
後
1
時
叩
分
か
ら
午
後
5
時
ま
で

{試
験
の
場
所
】

松
山
市
文
京
町
四
番
地
二松

山
大
山
一
子

【受
験
資
格
】

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
で
あ

る
こ
シ
」
。

①
学
校
教
育
法
(
昭
和
二
十
二
年
法
律

第
二
十
六
号
)
に
よ
る
高
等
学
校
を
卒

業
し
た
者
、
そ
の
他
同
法
第
五
十
六
条

第
一
項
に
規
定
す
る
者

②
国
文
は
地
方
公
共
団
体
の
公
務
員
と

し
て
行
政
事
務
を
担
当
し
た
期
間
が
、

こ
れ
を
通
算
し
て
三
年
以
上
に
な
る
者

①
知
事
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
前

号
に
掲
げ
る
者
と
同
等
以
上
の
知
識
及

び
能
力
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
た
者

{
受
験
願
書
の
提
出
期
間
】

平
成
4
年
9
月
1
日
か
ら
同
月
日
日

ま
で
の
執
務
時
間
中
(
午
前
8
時
叩
分

まま 25-0901

所

庖

ft26-0265 

電 工 業

ft26-0020 

中野 管工事 工 業

備

合 24-3792

ft25-4023 

工

言宣

道

主失

対ミ
ホ本

力日

田

星

西

徳

9月20日(日)

9月23日(水)

丸(有)9月26日(土)

か
ら
午
後
5
時
ま
で
)
。
た
だ
し
、
郵
送

に
よ
る
場
合
は
、
同
日
ま
で
の
消
印
の

あ
る
も
の
は
、
受
け
付
け
ま
す
。

{受
験
願
書
の
請
求

・
提
出
先
及
び
問

い
合
わ
せ
先
}

愛
媛
県
八
幡
浜
地
方
局
総
務
調
整
課

一T
叩
八
幡
浜
市
松
柏
乙
一
一

O
一

合

0
8
9
4
⑫
4
1
1
1

会 24-5351

淳 山 水道工事庖

秋
の
全
国

変
通
安
全
運
動

7月末までの

大洲市内の交通事故

ft24-2583 

備ニ凡
画文原9月27日(日)

7月末現在 昨年同期

f牛 数 127 128 

負傷者 161 173 

死 者 1 l 

ft24-3783 
ユ}l.

ロ又

ft24-2541 

詳しくは水道課まで

会⑫ 2111内線 377

住屋予f主
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相
談
ご
と
案
内

場
所
市
役
所
三
階
会
議
室

急
ぐ
時
に
は
、
宮
⑪
3
7
9
4
(玉
木
)

又
は
含
⑪
4
2
9
4
(
辻
)
ま
で

【
社
会
保
険
相
談
】

日
時

9
月
7
、
幻
日

い
ず
れ
も
無
料
で
す
。
気
軽
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

【
交
通
事
故
相
談
】

日
時

9
月
8
日

ω
日
時
l
M
時

9
月
幻
日
何
日
時
1
日
時

場
所

8
日
は
市
役
所
三
階
会
議
室

幻
自
は
市
役
所
静
養
室
(
別
館

三
階
)

{
人
権
相
談
】

日

時

9

月

1
日

例

日

時

1
口
時

9
月
幻
日
冊
目
時
1
口
時

場
所

1
日
は
久
米
公
民
館
、
幻
日
は

市
役
所
二
階
会
議
室

{
法
律
相
談
】

日
時

9
月
7
日

冊

目

時

1
日
時

場
所
市
役
所
三
階
会
議
室

【
心
配
ご
と
相
談
}

日
時

9
月
l
、
刊
、

日
主
寸

l
M
時

場
所
大
洲
商
工
会
議
所

担
当
松
山
西
社
会
保
険
事
務
所

【
栄
養
士
に
よ
る
健
康
相
談
}

日
時

9
月
M
日
日
時

i
u
時

場
所
大
洲
市
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
叫
歳
以
上
の
人

【
何
で
も
相
談
】

日
時
毎
日
の
執
務
時
間
中

場
所
大
洲
隣
保
館
含
⑪
6
1
0
0

大
洲
福
祉
会
館
含
⑫
0
9
4
7

【
不
動
産
無
料
相
談
】

日
時

9
月
日
日

9
時
l
m
時

場
所
宅
建
協
会
大
洲
支
部

フ
ヂ
エ
ダ
花
底
二
階
常
磐
町
四

【
青
少
年
相
談
電
話
】

青
少
年
に
関
す
る
様
々
な
相
談
に
・
お

答
え
し
ま
す
。

と
き
毎
日
の
執
務
時
間
中

な
や
み
ゼ
ロ

@
7
8
3
0
 

お

B司
U

土
寸

t
j
n
b
土
寸

噌

E
A
n
n
H

唱

E
A
n
H
H

場
所
市
役
所
三
階
会
議
室

【
家
庭
児
童
相
談
】

日
時
毎
日
の
執
務
時
間
中

場
所
大
洲
市
福
祉
事
務
所

【
行
政
相
談
】

日
時

9
月
幻
日
間

電
話
番
号

3
土
寸

t
j
2
土
寸

t

・n
ロ

ー
i
n
n

大洲中央病院(東大洲)

|休|日|急|患|診|療|

宮 25-0158

宮 24-4551

(新谷)

肱川医院(菅田)

宮 25-2915

(東大洲)

三 瀬医院(八多喜)

宮 26-0003

(鉄砲町)市立大洲病院手当

告 24-2151

宮 27-0002

(東大洲)

久保医院9月6日(日)

9月13日(日)

宮 24-4551

大11'1'1中央病院

9月15日伏)歯

町野医院(森山)

大洲中央病院

9月20日(日)
相

§火
扇火

献
血
の
お
知
ら
せ

次
の
と
お
り
採
血
車
が
巡
回
し
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

実
施
日

9
月
3
日
同

場

所

時

間

四
国
電
力
大
洲
営
業
所3

土
寸

ο、
、
7
1
2土
寸

，‘‘円
H
u
"
n〈

u
，，ーノ

唱E4
H
H
"

市

立

大

洲

病

院

日

時

i
M
時

9
月
担
日
開

平
野
連
絡
所

9
時
加
分

l
u
時

大

洲

精

神

病

院

日

時

l
m
時

実

施

日

内

容

9
月
日
日
制
ミ
セ
ス
歯
科
相
談

9
月
初
日
附
乳
幼
児
歯
科
相
談

実
施
場
所
大
洲
保
健
所

受
付
は
日
時
か
ら
で
す
。
前
も
っ
て

電
話
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

含
⑪
3
1
6
5

保健センターだより

.乳幼児健康診断.

実施日 該当者

9月 1日(火) 平成 4年 4月生※

9月 8日ω 平成 4年 1月生※

9月10日(木) 平成 3年 2月生

9月16日(水) 平成 3年10月生※

9月29日例平成元年 8月生

※は肱南・肱北地区のみ

受付時間 13 : 00-13 : 30 

実施場所大洲市保 健 セ ン タ ー

持参品母子健康 手 帳

9月8日は育児相談だけです0

.胃及び大腸検診.

実施日 場 所

9月30日(利徳森児童センター

受付時間 8 : 00-10 : 00 

検診料胃がん検診 900円

大腸がん検診 400円

対象者 40歳以上の人

.婦 人が ん検 診.

実施 日 場 所

9月 3日(木) 大川連絡所

9月8日(火)
I菅団連絡所

9月 9日(7Jc)J 

9月11日樹 上須戒連絡所

9月18日 幽八 多喜連絡所

9月30日(水)徳森児童センター

受付時間 13 : 00-13 : 30 

検診料子宮がん 検 診 700円

乳がん検診 200円

対象者 30歳以上の女性

4・成人病及び結核検診.

実施日 場 所

9月 3日(木) 大川連絡所

9月4日幽蔵川( 基 幹 集 落 セ

ンター

上須戒連絡所

三善連絡所

9月11日幽

9月17日(木)

9月24日(木)
ト平里子連絡所

9月25日幽 l

9月30日(水)徳森児童センター

受付時間 9 : 30-11 : 00 

13 : 00-15 : 00 

無料

39歳未満の女性

40歳以上の男女

.健康相談.

日時 9月 9日(7JC)

9 : 30-12 : 00、

13 : 00-15 : 00 

市役所三階会議室

宮 24-4551

(片原)

宮 24-4375

加戸病院(若宮)

阿部クリニック9月23日(水)

宮 24-5101

宮 24-2535

(東大洲)

f!24-4551 

安達医院(中町)

大洲中央病院

9月27日(日)

検診料

対象者
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